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 『家事手伝い』のすすめ ～ 一日一回、家の手伝いを ～ 

                         校長 釼持 利行 

 一つめは、家族の仕事を手伝うことによって、家庭において自分の存在感が増し、

仕事をすることで人の役に立つことに喜びを感じることです。「おまえが手伝ってく

れるから助かる。ありがとう」と言われると、自分は家庭の中で重要な役割を担って

いるのだという存在感を抱くことができます。そして仕事というものの大切さに気付

き、将来自分はどんな仕事で社会的な貢献をしようかと、職業に対する関心を持つよ

うになります。 

 二つめは、仕事を段取りよくできる力が身に付くことです。

どんな仕事でも、能率的に行うには前もって段取りが必要です。

「仕事は段取りで８０％が決まる」と言われています。例えば、

掃除でも、段取りの上手な人は、短時間で、しかも効率的に、

きれいに仕上げることができます。したがって、掃除をさせて

みれば、その人の力がわかると言われています。  

 三つめは、気配り・気付きのできる人間になっていくという

ことです。社会に出ると、コミュニケーション能力の善し悪しが問われます。その際

に、相手や周囲の状況をとっさに察知でき、それに素早く対応できれば、「あの人は

できる」との評価を得られます。特にサービス関係の仕事は、顧客の抱えている問題

をいかに速く解決できるかが勝負ですから、気配り・気付きの力が武器になります。

この場合、指示待ち人間では勝負になりません。  

 四つめは、家族も含めて、周囲の人々や社会に対して、感謝の念を抱くことができ

るようになることです。どんな仕事でも自分ひとりの力ではすべてを成し遂げること

はできません。そのことを家の手伝いをしていると察知できるようになります。そう

なれば、両親をはじめ、先祖も含めた周りの人々への感謝の気持ちがわいてきます。   

 人は、消費活動だけの生活をしていると、自己中心的な人間になっていきます。し

かし、家の手伝いを含めて生産活動に従事していると、そこでは他者との関わりの中

で物事に対処することから、他者への配慮・思いやりが必要になってきます。この他

者への配慮・思いやりが人間性を育てていくのです。高松中の生徒には『家事手伝い』

を励行することで、親の苦労がわかり、物事を段取りよくできる力を身に付け、気付

きのある人間に育っていってほしいと願っています。 

 夏休みは、家の手伝いができる大きなチャンスです。これまで、あまり家の

手伝いをしてこなかった人も、ぜひ、この夏休みから始めてみてください。  
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1学期を振り返って（主な行事から） 
 

■第１学年■  鈴田 寛治 学年主任 

【学年目標】「授業を大切にしよう」 「友だちを大切にしよう」「」 「積極的に行動しよう」 

【学年経営方針】 

・学  習：・授業規律の確立と、わかりやすい授業展開の充実。 ・補充学習等を通しての基礎学力向上の実現。 

・生  活：・あいさつが自然と言える日常の習慣づくり。 ・仲間同士がお互いに尊重し合い、認め合う人間関係づくり。 

         ・規範意識を高め、いじめを許さない環境づくり。 

・特別活動：・さまざまな行事を通して、他人の喜びを自分の喜びと感じることができる感動体験の充実。 

・委員会や係活動を通して、学校生活の充実感の実現。 

・家庭との連携：・常に家庭との連携をとりながら問題解決をしていく体制づくり。 

・家庭との連絡を密にすることによる、信頼関係の構築。 

■第2学年■  淺野 剛 学年主任 

【学年目標】「集団の一員と

してきまりをしっかり守ろう」「日々の授業を大切に、自ら進んで学習しよう」 
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【学年経営方針】 

・集団生活の向上を目指して、利己的な言動を排し、他人を尊重し、協調する態度を育てる。 

係活動を通じて自己の責任を果たす態度を育成する。 

・学習面では、それぞれの生徒に具体的な目標を持たせ、学習に落ち着いて取り組めるよう指導する。 

始業前の朝学習を実施し基礎的、基本的な内容の定着を図る。 

・ 

 

 

 

 

 

 

     

 

今年度が始まり、慣れない中でのＰＴＡ活動でしたが、 

たくさんの保護者の方のお手伝いをいただき、無事に終える 

ことができました。本当にありがとうございました。 

 今後とも、高松中の生徒のため、そして学校と地域とのつな

がりを大切する活動を目指す取り組みを心がけて参ります。 

ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。           【高松交流ガーデン】         【あいさつ運動】 

1学期もいろいろな場面でお手伝いいただきました（ＰＴＡの皆様） 

【1年生 移動教室6/14～17・ 防災訓練7/1】 

中学生になって初めての宿泊行事。楽しみでもあり、

多少の不安もあったかと思いますが、全員参加で長野県 

野辺山方面に行って参りました。大自然の中で、そこで

しかできない体験をして帰ってきたその表情は、少し 

大人になったようにも見えました。 

 また、防災訓練では、高輪支所、消防署、警察署、保

護者、地域の方々に来ていただき、こちらも大変有意義

な実習ができました。ひと回り大きくなった今後の皆さ

んの活躍に期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【白金小学校との交流会】 ７月３日（月） 

今年も白金小学校の６年生を招き、交流会を実施しました。当日はとても暑い日でしたが、白金小の児童は、元気にあ

いさつをしてくれました。この交流の目的は、中学校の生活を体験することで、入学後の不安を解消し、中学校生活をス

ムーズにスタートさせることにあります。今年は数学、理科、社会の授業を体験しました。どの授業も楽しそうにかつ積

極的に受けていました。また高松中生も生徒会役員を中心に、先輩として立派に学校生活の説明や部活動指導を行い、児

童も真剣な態度で応じていました。この行事が、先輩・後輩としての人間関係作りに役立てることを願っています。９月

４日（月）には高輪台小学校との交流会が予定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

〔授業体験・英語〕       〔生徒会長による説明〕     〔部活動体験・美術部〕 

【3年生 高校の先生の話を聞く会】 

6月14日（水）、16日（金） 

今年度は、都立晴海総合高等学校、都立小山台高等 

学校の先生にお越しいただき、お話を伺いました。 

 それぞれ学校の特色や、カリキュラム、生徒の様子

を聞き、これまで漠然と思い描いていた高校生活が 

少し現実味を帯びてきたのではないでしょうか。 

 夏休みに向け、高校見学などの予定をしっかり立て

て、確かな進路選択をしていきましょう。 

 

 

 

 

  


